
そ
の
際
、
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
、
路
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
限
ら
ず
、
運
賃
や
ダ
イ
ヤ
な
ど
サ
ー
ビ

ス
面
か
ら
も
積
極
的
な
見
直
し
を
行
う
な
ど
、
利
用
者
目
線
に
よ
る
地
域
の
移
動
手
段
の
確
保
を
進
め
る

べ
き
で
あ
る
。

そ
の
際
、
地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
、
路
線
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
限
ら
ず
、
運
賃
や
ダ
イ
ヤ
な
ど
サ
ー
ビ

ス
面
か
ら
も
積
極
的
な
見
直
し
を
行
う
な
ど
、
利
用
者
目
線
に
よ
る
地
域
の
移
動
手
段
の
確
保
を
進
め
る

べ
き
で
あ
る
。

ま
た
、
や
む
を
得
ず
地
域
公
共
交
通
の
路
線
、
航
路
や
区
域
（
以
下
「
路
線
等
」
と
い
う
。）が
廃
止
に

至
っ
て
し
ま
う
場
合
で
も
、
十
分
な
検
討
を
経
ず
に
廃
止
路
線
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
代
替
す
る
と

い
っ
た
個
別
的
、
局
所
的
な
対
応
を
す
る
の
で
は
な
く
、
関
係
す
る
公
共
交
通
事
業
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
地
域

の
住
民
、
学
識
経
験
者
な
ど
の
地
域
の
幅
広
い
関
係
者
と
議
論
し
つ
つ
、
必
要
に
応
じ
て
、
異
な
る
モ
ー

ド
に
転
換
す
る
、
代
替
の
地
域
旅
客
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
を
公
募
に
よ
り
選
定
す
る
、
運
転
者
や
車

両
等
の
輸
送
資
源
に
つ
い
て
、
他
の
公
共
交
通
事
業
者
そ
の
他
の
地
域
の
関
係
者
に
よ
る
協
力
の
あ
っ
せ

ん
を
行
う
な
ど
、
地
域
旅
客
運
送
サ
ー
ビ
ス
が
地
域
の
実
情
や
住
民
・
来
訪
者
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
形
で

継
続
さ
れ
る
よ
う
、
地
方
公
共
団
体
が
中
心
と
な
っ
て
、
幅
広
い
視
点
か
ら
検
討
や
調
整
、
協
議
が
行
わ

れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

ま
た
、
や
む
を
得
ず
地
域
公
共
交
通
の
路
線
、
航
路
や
区
域
（
以
下
「
路
線
等
」
と
い
う
。）が
廃
止
に

至
っ
て
し
ま
う
場
合
で
も
、
十
分
な
検
討
を
経
ず
に
廃
止
路
線
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
代
替
す
る
と

い
っ
た
個
別
的
、
局
所
的
な
対
応
を
す
る
の
で
は
な
く
、
関
係
す
る
公
共
交
通
事
業
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
地
域

の
住
民
、
学
識
経
験
者
な
ど
の
地
域
の
幅
広
い
関
係
者
と
議
論
し
つ
つ
、
必
要
に
応
じ
て
、
異
な
る
モ
ー

ド
に
転
換
す
る
、
代
替
の
地
域
旅
客
運
送
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
者
を
公
募
に
よ
り
選
定
す
る
な
ど
、
地
域
旅

客
運
送
サ
ー
ビ
ス
が
地
域
の
実
情
や
住
民
・
来
訪
者
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
形
で
継
続
さ
れ
る
よ
う
、
地
方

公
共
団
体
が
中
心
と
な
っ
て
、
幅
広
い
視
点
か
ら
検
討
や
調
整
、協
議
が
行
わ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
自
立
し
た
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
確
保
す
る
こ
と
の
重
要
性
に

鑑
み
、
地
域
公
共
交
通
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
も
一
層
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
高
齢
者
、
障
害
者
等
の
自
立
し
た
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
確
保
す
る
こ
と
の
重
要
性
に

鑑
み
、
地
域
公
共
交
通
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
つ
い
て
も
一
層
進
め
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

地
域
社
会
全
体
の
価
値
向
上

地
域
社
会
全
体
の
価
値
向
上

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
は
、
交
通
分
野
の
課
題
の
解
決
に
と
ど
ま
ら
ず
、
将
来
の
都
市
構

造
の
構
築
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
も
重
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
観
光
振
興
や
健
康
・
医
療
、

福
祉
・
介
護
、
教
育
、
環
境
な
ど
様
々
な
分
野
で
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。
地
域
公
共
交

通
を
地
域
社
会
全
体
の
価
値
向
上
の
た
め
の
手
段
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
活
性
化
及
び
再
生
を
通
じ
て
、

地
域
社
会
全
体
の
価
値
向
上
を
実
現
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
次

の
目
標
を
追
求
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

地
域
公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
は
、
交
通
分
野
の
課
題
の
解
決
に
と
ど
ま
ら
ず
、
将
来
の
都
市
構

造
の
構
築
に
向
け
た
ま
ち
づ
く
り
に
お
い
て
も
重
要
で
あ
る
。
さ
ら
に
は
、
観
光
振
興
や
健
康
・
医
療
、

福
祉
・
介
護
、
教
育
、
環
境
な
ど
様
々
な
分
野
で
大
き
な
効
果
を
も
た
ら
す
も
の
で
あ
る
。
地
域
公
共
交

通
を
地
域
社
会
全
体
の
価
値
向
上
の
た
め
の
手
段
と
し
て
と
ら
え
、
そ
の
活
性
化
及
び
再
生
を
通
じ
て
、

地
域
社
会
全
体
の
価
値
向
上
を
実
現
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
次

の
目
標
を
追
求
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
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略
）

（
略
）

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
や
健
康
増
進

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
や
健
康
増
進

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
、歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
健
康
増
進
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、

「
居
心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な
る
」
ま
ち
な
か
づ
く
り
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
公
共
交
通
に
よ
る

移
動
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
、
公
共
交
通
と
自
家
用
自
動
車
の
適
切
な
役
割
分
担
を
目
指
す
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

ま
ち
の
に
ぎ
わ
い
の
創
出
、歩
い
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
に
よ
る
健
康
増
進
と
い
っ
た
観
点
か
ら
、

「
居
心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な
る
」
ま
ち
な
か
づ
く
り
と
も
連
携
し
な
が
ら
、
地
域
公
共
交
通
に
よ
る

移
動
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
、
公
共
交
通
と
自
家
用
自
動
車
の
適
切
な
役
割
分
担
を
目
指
す
こ
と
が
重

要
で
あ
る
。

ま
た
、
地
域
公
共
交
通
の
利
用
促
進
に
よ
る
外
出
機
会
の
増
加
は
、
地
域
住
民
の
健
康
増
進
に
寄
与

す
る
と
と
も
に
、
将
来
に
わ
た
る
医
療
・
介
護
分
野
に
お
け
る
公
的
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
る
こ
と
も

期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
公
共
交
通
と
福
祉
は
密
接
な
関
係
に
あ
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
に
お

け
る
部
局
を
横
断
し
た
連
携
の
一
層
の
充
実
を
図
り
、
両
分
野
の
施
策
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
も
重
要

で
あ
る
。

ま
た
、
地
域
公
共
交
通
の
利
用
促
進
に
よ
る
外
出
機
会
の
増
加
は
、
地
域
住
民
の
健
康
増
進
に
寄
与

す
る
と
と
も
に
、
将
来
に
わ
た
る
医
療
・
介
護
分
野
に
お
け
る
公
的
負
担
の
軽
減
に
つ
な
が
る
こ
と
も

期
待
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
公
共
交
通
と
福
祉
は
密
接
な
関
係
に
あ
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体
に
お

け
る
部
局
を
横
断
し
た
連
携
の
一
層
の
充
実
を
図
り
、
両
分
野
の
施
策
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
も
重
要

で
あ
る
。

さ
ら
に
、
高
度
経
済
成
長
期
に
形
成
さ
れ
た
郊
外
戸
建
て
住
宅
団
地
等
の
多
く
は
、
地
域
住
民
の
高

齢
化
に
伴
い
、
空
き
家
や
空
き
地
の
増
加
、
生
活
利
便
性
の
低
下
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
弱
体
化
等
に
加

え
、
交
通
機
能
の
低
下
が
大
き
な
課
題
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
子
育
て
世
帯
な

ど
多
様
な
世
代
が
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
住
宅
地
の
再
生
と
移
動
手
段
確
保
の

取
組
を
一
体
的
に
進
め
る
べ
く
、
住
宅
政
策
や
地
域
交
通
政
策
に
携
わ
る
関
係
者
が
よ
り
一
層
連
携
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
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